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宇宙にはいろんな大きさ・色の星が存在

赤い星「ベテルギウス」

青い星「リゲル」

物理学科での私の仕事「物理学を使って、こういう星が何で、どんな一生を遂げるか解明したい」



星も、生まれて死にます

濃い冷たいガス
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音が伝わる時間

落下する時間

落下する時間 < 音が伝わる時間　→  星が作れる

原始星(星の赤ちゃん)の誕生



星も、生まれて死にます

白色矮星

中性子星

毎日、こういうのを眺めて暮らしています

軽い星の死: 惑星状星雲

重い星の死: 超新星爆発



もし、ベテルギウスが死んで爆発すると？
歴史的大イベント！

数ヶ月は昼間でも明るく見える

星がどうやって成長して、どうやって爆発するか？ → むちゃくちゃ難しい物理の問題

最近、100年ぐらいで爆発するかもという論文も
出たが、いつ爆発するか全然わからない

赤い星「ベテルギウス」



星はどうやって輝いているの？
重力

圧力
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≈
2.3 × 1041 J
4 × 1026 W

≈太陽の場合 1千８百万年

重力エネルギー

輝度

Kelvin-Helmholtz timescale
(重力エネルギーの解放だけで決まる寿命)

(太陽年齢 46億歳)

Q. 重力エネルギーを解放？ → No!!

A. 核融合がエネルギー源

水素など軽い元素を重い元素に変換する
ことで、膨大なエネルギーを得ている 

(1967年ノーベル物理学賞)星の内部では常に重力と圧力
が釣り合ってる



燃料を使い果たした星は…

燃えない 
縮む塊

外側が燃え始めて押し上げる

燃料が無い中心は縮んで、外側は膨らんで大きな赤い星になる

ベテルギウスのような “巨星” と呼ばれる星は、死に際の星



太陽もいずれ膨らんで死にます
確かめるため、理論計算してみると…

http://user.astro.wisc.edu/~townsend/static.php?ref=mesa-web-submit

英語がちょっと読めて、少し勉強すると、皆さんも下で計算できます

某ネット記事

●そもそも、地球の距離まで膨らまなそう
●太陽風で軽くなっていくので、地球の軌
道も大きくなる

結論: 全然飲み込まれなさそう

でも、むちゃくちゃ近くて大きくなるから、地球は人類が住める環
境では無くなる。また、最終的には太陽は白色矮星になってしまう。



実は、我々も星屑！？

宇宙の事を知ることは、なぜ今ここに我々がいるかという問いに繋がってきます

星の輪廻転生で豊かになった宇宙



明治大学物理学科では地球から宇宙まで研究

大学生活は他にも楽しいことが多いかもしれませんが、研究も面白いよ！

地球内部物理研究室 地球・惑星大気物理研究室 宇宙物理実験研究室


